
　私は、韓国のチョンジュ大学から交換留学生として来たヤンスジです。

今年の４月に鳥取環境大学へ来ました。

　鳥取に初めて来たときは雨の日でした。私は鳥取のことを全然知ら

なく不安でしたが、先生方が優しかったので、安心しました。しかし、私

が韓国で住んでいたところとは、環境も違い、交通も不便でした。また、

宿舎が山沿いにあり、はじめは不安でした。学校生活も韓国の大学と同

じようで違うところがあり、さらに、家族とも連絡できなかったので、

最初の一週間は本当に寂しかったです。

　しかし、宿舎の職員の方や先生方も優しくしてくださり、だんだん学

校の生活にも慣れてきました。多くはありませんが、友達もできました。

　もちろん韓国でも英語は重要です。しかし、私は韓国で日本語を勉強

し、それを日本でもっと勉強したいと思い、勇気を出して一人で鳥取環

境大学に来ました。半年と短い期間ですが、頑張ろうと思っていますの

で、どうぞよろしくお願いします。

2013年4月から半年間、
韓国清州大学校からの交換留学生 

ニュージーランド海外英語実習記
水野 貫太（環境学部 環境学科 ２年生）

　今回の海外英語実習での旅先はニュージーランドでした。ニュー

ジーランドは南半球で季節が真逆。向こうの気候は日本と違って乾燥

していて、夏でも日本ほど暑くはありませんでした。

　向こうに着いたときの感動は忘れられません。自然に囲まれ、視野は

開けていて海外に来たという実感を体験できました。また自分たちが

ホームステイするオークランドという場所は海が近く、さまざまなア

トラクションに恵まれていて学生にとっては最高の環境でした。

　この海外英語実習は本当に楽しめる内容のものばかりでした。楽しむと

いっても遊んでばかりではありません。どこかへ行くにも現地の人に話を

聞いたり、また学校での勉強もレクリエーションを行って楽しみながら学

べたりできました。本物のコミュニケーションの体験でしか学べないことが

たくさんあり、帰国後も習っ

た英語を活用できる場面も

多々ありました。この経験を

通して自分の英語能力、また

コミュニケーションスキル

も向上できました。この実

習に参加して本当に良

かったです。

梁 秀智（ヤン スジ）さん

留学生紹介

　2013年5月20日（月） 本学と友好関係にあるウラ
ジオストク国立経済サービス大学（ロシア：以下、「経
済サービス大学」。）の学生を中心に編成された「沿海
地方名誉芸能団体（ダンスアンサンブル）・アリサ」の
メンバー20人が来学し、本学のロシア語履修生と交
流しました。
　ダンスアンサンブル「アリサ」は、19日（日）に鳥取県
倉吉市で開催された「第４回とっとり伝統芸能まつり」
に出演するために来県。「アリサ」は80 以上の民族・現代
舞踊などを創作し、長年にわたる高いレベルの演技と芸

能分野での成功により、2006 年にはそのダンス技術と
演技力の高さから「沿海地方名誉芸能団体」という称号
を受けています。
　今回来県したメンバー20人のうち、14人が経済サー
ビス大学の学生。忙しい来県スケジュールの中、環日本
海交流を見据えて第2外国語でロシア語を学ぶ環境学部
2年生の授業に“飛び入り参加”してもらい、活きたコ
ミュニケーションと学生同士の文化交流を行いました。
　本学学生もはじめこそ緊張した面持ちでしたが、そこ
は同世代の学生同志。思うように本場のロシア語が聞き
取れなくても、徐々にコミュニケーションを深めてい
き、授業終了後にはそのまま一緒に学生食堂へ直行。互
いの国の食文化や趣味などを直接知る良い機会となり
ました。
　今回の交流を契機として、将来の環日本海交流のリー
ダーが両大学から育つことが期待されます。
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国際交流


